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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】令和2年2月13日(2020.2.13)

【公表番号】特表2019-508268(P2019-508268A)
【公表日】平成31年3月28日(2019.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-012
【出願番号】特願2018-539326(P2018-539326)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  27/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ   27/14     　　　Ｃ
   Ｂ２３Ｂ   27/16     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月26日(2019.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　割出し可能な切削インサート（２０、１２０）であって、
対向する上および下端面（２２、２４）であって、連続的な外周側面（２６）と、それら
の間に延在する中心軸（Ａ１）とを備えた対向する上および下端面（２２、２４）と、
前記外周側面（２６）と、それぞれ前記上および下端面（２２、２４）との交差部に形成
された上および下周縁（２８、３０）と、
前記上周縁（２８）に形成されたＮ個の上切れ刃（３６）であって、Ｎ≧２である、Ｎ個
の上切れ刃（３６）と
を含み、
　前記外周側面（２６）は、
　　前記中心軸（Ａ１）に垂直な第１水平面（ＰＨ１）で取られた断面において非円形で
ある、前記上周縁（２８）に隣接する連続的な上逃げ面（３２）と、
　　前記中心軸（Ａ１）に垂直な第２水平面（ＰＨ２）で取られた断面において円形であ
る、前記上周縁（２８）から離間された連続的な上当接面（３４ａ）と
を含み、
各上切れ刃（３６）は、前記中心軸（Ａ１）を含む二等分面（ＰＢ）を中心とした鏡面対
称を呈し、
前記切削インサート（２０、１２０）の端面図において、前記上周縁（２８）は、非円形
であり、かつ前記中心軸（Ａ１）を中心としたＮ回回転対称を呈し、および
前記切削インサート（２０、１２０）の側面図において、各上切れ刃（３６）は、非線形
である、割出し可能な切削インサート（２０、１２０）。
【請求項２】
　各上切れ刃（３６）は、前記上周縁（２８）に沿って３６０／Ｎ°だけ円周方向に延在
する、請求項１に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項３】
　前記上当接面（３４ａ）は、前記上端面（２２）から離れる方向に減少する上当接直径
（ＤＵ）を有する円錐形である、請求項１または２に記載の切削インサート（２０、１２
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０）。
【請求項４】
　前記上周縁（２８）上の任意の点は、前記上当接面（３４ａ）上の任意の点よりも前記
中心軸（Ａ１）から遠くに位置し得る、請求項１～３のいずれか一項に記載の切削インサ
ート（２０、１２０）。
【請求項５】
　前記切削インサート（２０、１２０）は、前記中心軸（Ａ１）に垂直な正中面（Ｍ）を
中心とした鏡面対称を呈し、および
前記上逃げ面および上当接面（３２、３４ａ）は、前記上端面（２２）と前記正中面（Ｍ
）との間に位置する、請求項１～４のいずれか一項に記載の切削インサート（２０、１２
０）。
【請求項６】
　前記下周縁（３０）は、前記上周縁（２８）と同一であり、その上に複数のＮ個の下切
れ刃５２が形成されている、請求項１～５のいずれか一項に記載の切削インサート（２０
、１２０）。
【請求項７】
　前記切削インサート（２０、１２０）の端面図において、各上切れ刃（３６）は、前記
中心軸（Ａ１）に対して外向きに凸状である、請求項１～６のいずれか一項に記載の切削
インサート（２０、１２０）。
【請求項８】
　前記外周側面（２６）は、前記下周縁（３０）に隣接する連続的な下逃げ面（５０）と
、前記下周縁（３０）から離間された連続的な下当接面（３４ｂ）とを含み、および前記
下逃げ面（５０）は、前記上逃げ面（３２）と同一であり、かつ
前記下当接面（３４ｂ）は、上当接面（３４ａ）と同一である、請求項１～７のいずれか
一項に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項９】
　前記切削インサート（２０、１２０）の端面図において、第１仮想円（Ｃ１）は、Ｎ個
の個別の半径方向最外点（Ｎｏ１、Ｎｏ２、Ｎｏ３、Ｎｏ４）で前記上周縁（２８）に外
接し、かつ、前記各上切れ刃３６は、前記Ｎ個の半径方向最外点（Ｎｏ１、Ｎｏ２、Ｎｏ
３、Ｎｏ４）の２つの間に延在する、請求項１～８のいずれか一項に記載の切削インサー
ト（２０、１２０）。
【請求項１０】
　前記Ｎ個の半径方向最外点（Ｎｏ１、Ｎｏ２、Ｎｏ３、Ｎｏ４）は、前記上周縁（２８
）上の他の任意の点よりも前記第２水平面（ＰＨ２）の近くに位置する、請求項９に記載
の切削インサート（２０）。
【請求項１１】
　各上切れ刃（３６）は、前記上切れ刃（３６）上の他の任意の点よりも前記第２水平面
（ＰＨ２）から遠くに位置する複数の個別の軸方向最上点（Ｎｕ１、Ｎｕ２、Ｎｕ３、Ｎ
ｕ４）を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の切削インサート（１２０）。
【請求項１２】
　前記上周縁（２８）は、厳密に４つの上切れ刃（３６）を有し、およびＮ＝４である、
請求項１～１１のいずれか一項に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項１３】
　前記上端面（２２）は、平坦な上支持面（３８）を含み、および
前記上周縁（２８）は、全体として前記上支持面（３８）よりも前記第２水平面（ＰＨ２
）の近くに位置する、請求項１～１２のいずれか一項に記載の切削インサート（２０、１
２０）。
【請求項１４】
　前記上端面（２２）は、前記上周縁（２８）に隣接する連続的なすくい面（４２）と、
前記上支持面（３８）に隣接する傾斜面（４４）とを含み、
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前記すくい面（４２）は、前記第２水平面（ＰＨ２）に向かって半径方向内側に延在し、
および
前記傾斜面（４４）は、前記第２水平面（ＰＨ２）に向かって半径方向外側に延在する、
請求項１３に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項１５】
　前記傾斜面（４４）は、複数の円周方向に離間された突出部（４６）によって中断され
る、請求項１４に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項１６】
　前記二等分面（ＰＢ）の１つにおいて前記切削インサート（２０、１２０）を傾けるこ
とにより、関連する前記上切れ刃（３６）は、回転する工作物に係合するために実質的に
一定の上曲率半径（ＲＵ）を表す、請求項９に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項１７】
　前記上曲率半径（ＲＵ）は、前記第１仮想円（Ｃ１）の前記半径より大きい、請求項１
６に記載の切削インサート（２０、１２０）。
【請求項１８】
　前記上周縁（２８）は、前記二等分面（ＰＢ）の少なくとも１つに含まれるＮ個の半径
方向最内点（ＮＩ１、ＮＩ２、ＮＩ３、ＮＩ４）を有する、請求項１～１７のいずれか一
項に記載の切削インサート（２０、１２０）。
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